
















The effects of an alternate program of care worker practice  
















ける登校の自粛は、4 月下旬から 5 月初旬までの期間で約 94％にのぼり２）、本学でも命に関わる最善の
選択をしながら、履修への配慮や工夫を施した。そして、年間授業における授業型式を分類すると、遠















 1．期間：令和 2 年 7 月 6 日～7 月 22 日 
 2．対象：M 短期大学 専攻科（福祉専攻）学生 24 名 




         利用者とは、介護サービスを必要とする高齢者である。 
6．分析手続き 
  1)分析手順 





  2)分析データの信頼性 











習指導課がある。年齢構成は、21～23 歳で女性 22 名と男性 2 名の日本人学生である。出身は、全
て県内および近隣で、住居は独居 5 名、寮 2 名、自宅 17 名である。通学には主に自家用車や公共交




元導入及び知識面の内容を優先させ、評価に Google Forms などを活用した。技術面は、対面授業が





























半数しか受入確保できず、13 日間の実習を解体し複合型構成とした。内訳は、5 日間の施設実習と 8
日間の学内代替演習である。 
また実習は、学生全体を A 班と B 班に分け、5 日間ずつの入れ替え制とすることについて施設の同
意を得た。（表 3） 
 
表 3 実習Ⅱ-1 施設実習と学内代替演習での複合型実習 
月 火 水 木 金 土 日 
7/6 A 班施設 
   Ｂ班学内 
7/7 A 班施設 
  Ｂ班学内 
7/8 A 班施設 
  Ｂ班学内 
7/9 A 班施設 
  Ｂ班学内 
7/10 A 班施設 
   Ｂ班学内 
7/11 7/12 
7/13 B 班施設 
   Ａ班学内 
7/14 B 班施設 
   Ａ班学内 
7/15 B 班施設 
   Ａ班学内 
7/16 B 班施設 
   Ａ班学内 
7/17 B 班施設 
   Ａ班学内 
7/18 7/19 







 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
年間実習予定  実習Ⅰ 実習Ⅱ-1  実習Ⅱ-2 



















              表４① 目標１に対する【学び】の内容とデータ比較 
 
            表４② 目標２に対する【学び】の内容とデータ比較 
 
 





























カテゴリー【学び】 サブカテゴリー データ数（％） 
身体的、精神的、社会的情報と
アセスメントの重要性 
観察と評価による個別情報（身体、精神、社会）の重要性  10（9.9） 
介護過程の重要性 個別性を重視した介護支援（介護過程） 18（17.8） 
個別性への尊厳 個別性への配慮による尊厳の重要性 2（1.9） 






































カテゴリー【学び】 サブカテゴリー データ数（％） 
コミュニケーション技術の重要性
の気づき 









情報分析によるニーズの発見と援助の展開 14 (15.9) 
情報による利用者理解の促進 
多職種連携の意義 多職種との情報共有による連携の実際 3(3.4） 
利用者との信頼関係 日常会話による信頼関係構築 2(2.2） 
実習による学習効果 直接実習による学習効果 6(6.8） 

















































































6．ICT（Information and Communication Technology：情報通信技術）など活用し、個人指導やクラ
スの連帯感を感じられる機会を大切にする。 


















  本研究にご協力をいただいた専攻科（福祉専攻）の学生、ならびに実習施設関係者の皆様に心より感謝いたします。 
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